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　【研究上の特記事項】

令　和　3　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

電子情報通信学会、情報処理学会、地理情報システム学会、教育システム情報学会、
日本教育工学会、バーチャルリアリティ学会、日本モンゴル学会、日本文化財科学会など

文化遺産を対象としたディジタルアーカイブ、深層学習を用いたデータ分析

龍谷大学大学院理工学研究科電子情報学専攻博士課程後期

博士（工学）

情報メディア、画像処理、ディジタルアーカイブ、情報考古学

最終学歴

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

授業科目

(1) 遠隔授業のための LMSシステムの開発と運用						

(1) 奈良県の委託委員会
(2) 南陽高等学校附属中学校のSTEAM教育取り組み支援
(3) 大洲市教育委員会（愛媛県）の計測調査
(4) 愛媛県松野町教育委員会	（愛媛県）の計測調査
(5) 愛媛県埋蔵文化財センターでのワークショップ
(6) モンゴルカラコルム博物館のデジタル展示コンテンツの制作

学部担当科目

(1) 科学研究費補助金　基盤研究（A）　研究分担者
　　　「ウイグル可汗国の北東境界統治と周辺諸族との関係に関する考古学的研究」
(2) 科学研究費補助金　挑戦的研究（萌芽）　研究分担者
　　　「深層学習を用いた画像診断による玉類の産地同定の簡易化研究」
(3) 科学研究費補助金　基盤研究（C）　研究分担者
　　　「5～13世紀ユーラシア東方における都城と仏塔の比較史的研究と3Dアーカイブ作成」
(4) 科学研究費補助金　挑戦的研究（萌芽）　研究分担者
　　　「深層学習による画像診断を利用した動物遺存体の種・部位同定に関する研究」				

専門分野

・　情報処理論特殊講義（一）（三）（前期）

・　デジタルアーカイブ概論(前期)
・　文化情報論（前期）
・　情報学(前期)
・　プログラミング言語I(前期)
・　演習I・III（前期）

・　ネットワーク委員会、博物館委員会、社会学部実習室管理委員
・　全学ネットワークの支援
・　遠隔授業サポートワーキンググループ	

大学院博士後期課程
担当科目

　 担当なし

通信教育部担当科目 ・　情報処理



単著

共著

共著

共著

共著

共著

共著

共著

単著

インターネット、フィーチャーフォン、ス
マートフォンの発展について概説し、大
学生を対象としたネット依存の調査を実
施した結果をまとめ、ネット依存の傾向
を探った。(pp.5-16)

②

日本文化財科学会
第38回大会（オンライン）

鳥類の骨格標本を対象に、深層学習を
用いて同定モデルを構築した。また、ス
マートフォンを利用して、鳥類の骨格標
本を同定するシステムの試作を行った。
(pp.20-21)

④3次元計測を用いた遺跡のデ
ジタルアーカイブ

2021年4月
歴史的・文化的遺産のの環
境影響に関するシンポジウ
ム（オンライン）

3次元計測の種類や特徴を概説し、モ
ンゴル国で行ってきたデジタルアーカイ
ブの世界を発表した。（国立文化遺産
センター、モンゴル科学院数理デジタ
ル技術研究所、奈良大学共催）

①ズーン・フレー寺院における
3D 計測研究の成果

2021年11月
「仏教と考古学」シンポジウ
ム（オンライン）
（モンゴル・ガンダン寺）

18世紀に建立されたズーン・フレーの
測量成果、および文献史料との比較検
討を行った内容を発表した。

③北海道常呂郡置戸町置戸山
2遺跡の第5次発掘調査報告

2021年5月
第87回日本考古学協会総
会

黒曜石の産地である置戸山の測量調
査を実施した成果について報告した。

②深層学習を⽤いた⿃類の
⾻部位認識に関する検討

2021年9月

ウェブ調査の回答率が悪い原因は、イ
ンターネット利用の不安が引き起こすと
いう仮説を立て、検証を行った。
(pp.103-113)

④深層学習による画像診断を
利用した動物遺存体の同定技
術の構築に向けて

2021年9月 考古学ジャーナルVol.760

鳥類の骨格標本を対象に、深層学習を
用いて同定モデルを構築した。また、ス
マートフォンを利用して、鳥類の骨格標
本を同定するシステムの試作を行った。
(pp.39-41)

2022年2月

日本で女性の就業率が最も低い奈良
において、コロナ対策が始まった時期
に、女性の活躍推進に関わる諸因子に
ついて住民の意識調査を行った。
(pp.63-85)

②インターネット利用の不安感
と社会調査への回答

2022年2月

奈良大学紀要 Vol.50

（著書）

著書､学術論文等の名称

（学術論文）

③

大学生を対象にネット依存に関する
ウェブ調査を実子し、得られた回答
データを深層学習を用いてネット依存
モデルを構築し、ネット依存モデルの有
効性を確認した。
(pp.87-101)

③新型コロナウイルス感染症対
策と奈良の女性活躍推進に関
わる要因（ジェンダーと健康に
注目して）

奈良大学紀要 Vol.50

研究業績[著書、学術論文等]

①ウェブ調査に基づく深層学習
を用いたネット依存モデルの構
築と検証

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

（学会発表）

①スマートフォンと依存の世界 2022年3月
スマートフォンと○○の世
界、ナカニシヤ出版

奈良大学紀要 Vol.502022年2月

概　　　　　　　要



単著

単著

単著

①モンゴル国の遺跡デジタル
アーカイブの現状と課題

2021年12月
電気関係学会関西連合大
会（オンライン招待講演）

これまでモンゴルで取り組んできた遺跡
のデジタルアーカイブ、様々な3次元計
測手法の特徴について概説し、仏塔の
修復前後の構造比較を中心に講演を
行った。

（その他）

③遺跡を測る～デジタル技術
で調べるモンゴル仏教遺跡を
中心に～

2021年10月
愛媛大学アジア古代産業考
古学研究センター主催アジ
ア歴史講演会

これまでモンゴルで取り組んできた仏教
遺跡を中心に、利用した3次元計測の
原理、測量成果についての講演を行っ
た。

②3D研修会 2021年11月
愛媛県埋蔵⽂化財
センター

遺跡、遺物を対象に様々な3次元計測
手法の紹介、および図面化方法につい
て、実践も含めて紹介した。


